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あらゆる分野に快適な環境を創る断熱材
硬質ウレタンフォーム「フォームライト」は、断熱性能、自己接着性、

耐水性、施工性など、断熱材として最適な特長を併せ持っており、

建築物の省エネルギーを通じて二酸化炭素の排出削減、

地球温暖化防止に貢献する素材です。
「フォームライトスプレー工法」は世界屈指のケミカル総合メーカー

ＢＡＳＦ社と日本で最初にウレタンフォームを生産開始した

株式会社イノアツクコーポレーションとの合弁で設立された

ＢＡＳＦＩＮＯＡ（ポリウレタン株式会社が両者の技術力をバックボーンに

自社技術を駆使して開発した工法です。

従来の工法に比較して施工の省力化、工期の短縮、コスト低減など

数々の特長を備えています。
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フォームライトスプレー製品について
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．′／ フォームライトスプレー製品ラインナップ

　

．・

　　

．・こ！
　 　　
　　

　

　　
・

　

．、

　

・ｒｒ

吹付硬質ウレタンフォームに関わる」１５規格
」１５Ａ９５２６：２０１５

　

建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム像ｇ．イ

．、．－

　　

． フォームライト原料の用途と特長

品

　

番 用

　

途 特

　

長 種類 記号

エゴＥＢ‐６０００ 断熱・結露防止用 難燃材料相当品、ノンフロン（フロン類
ａ）を含まない（日Ｆｏｂ）発泡）、グリ．ン購入法適合品） Ａ種ＩＨ ＮＦＩＨ

エゴＬ（‐６８４０ 断熱・結露防止用 難燃材料相当品、ノンフロン（フロン類
ａ）を含まない、グリーン購入法適合品） Ａ種１ ＮＦＩ

５Ｌ‐１００ 木造住宅断熱用 水発泡のノンフロンタイプ Ａ種３ ＮＦ３

ＳＬ‐５０α 木造住宅断熱用 ノンフロン（フロン類ａ）を含まないＨＦ０発泡高性能ヒタイス※木造笥主宅基礎断熱にも対応可能 Ａ種ＩＨ ＮＦＩＨ

ＳＬ－ｌｏＯＡＴ 木造住宅断熱用 ＳＬ‐１００に防蟻性能を付加 Ａ種３ ＮＦ３

エゴＨＭ６１７０ 冷凍冷蔵倉庫用 一般品・高強度、ノンフロン（フロン類
ａ）を含まない（日Ｆｏ

ｂ）発泡）グリーン購入法適合鋤 Ａ種２Ｈ ＮＦ２Ｈ

ＨＭ‐６１６５ 冷凍冷蔵倉庫用 一般品・高強度、特定フロンを含まない（ＨＦ（発泡） Ｂ種 Ｆ（

　　　

　

　　　

　　

　
　

　

　

　

　

　

　

ー

　

′ｒー
１

　　
　

　　

　

ｒ

、＼
ｒ
’

　　　　　

ｒ・．・．

注ａ）フロン類とは，クロロフルオロカーボン（（Ｆ（），ハイドロクロロフルオロカーボン（Ｈ（Ｆ（）及び

　　

ハイドロフルオロカーボン（ＨＦ（）であって，特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施

　　

の確保等に関する法律に規定されたもの及び気候変動に関する政府間パネル（ＩＰ（〔）第４次評価

　　

報告書に記載のもの（具体的には，ＨＦ（２４５ｆａ，ＨＦ（３６５ｍｆｃなどが含まれる。）をいう。
注ｂ）ＨＦ０（ハイドロフルオロオレフィン）とは、ＨＦＯ－１２３３ｚｄ，ＨＦ０‐１３３６ｍｚｚなどをいう。

■１」１５Ａ９５２６：２０１５による種類

種

　

類

　　　　

記

　

号 備

　

考

壁、屋根裏などの用途に適する非耐カ性吹付け硬質ウレタンフォーム原液。

冷蔵倉庫などの用途に適する耐カ性吹付け硬質ウレタンフォーム原液。

壁などの充填断熱工法
ａ）
用途に用いることができる低密度非耐カ性吹付け硬質ウレタンフォーム原液。

冷蔵倉庫などの用途に適する耐カ性吹付け硬質ウレタンフォーム原液。

ＳＬ－ｌｏＯ

　　　

ＳＬ－１０ＯＡＴ エゴＨＭ‐６１７０

　

ＨＭ‐６１６５

８０^）１５００

Ａ種Ｉ

　　　　　

ＮＦＩ

　　　　　　　　　　　　

壁、屋根裏などの用途に適する非耐カ性吹付け硬質
Ａ種ＩＨ

　　　　

ＮＦＩＨ

Ａ種２

　　　　　

ＮＦ２

　　　　　　　　　　　　

冷蔵倉庫などの用途に適する耐カ性吹付け硬質ウレ
Ａ種２Ｈ

　　　　

ＮＦ２Ｈ

　

Ａ種３

　　　　　

ＮＦ３

　　　

壁などの充填断熱工法
ａ）
用途に用いることができるィ

　

Ｂ種

　　　　　　

ＦＣ

　　　

冷蔵倉庫などの用途に適する耐カ性吹付け硬質ウレ

ａ）充填断熱工法とは、軸組みの間及び構造空間に断熱材を充填する断熱工法をいう。

品質

フォームライトラインナップと」１５の要求値

吹付け

硬質
ウレタン

フォーム

粘度（２０ｏｏ

圧縮強さ

熱伝導率

接着強さ

　

透湿率

」ｌｓ種類

　　

ｍＰａ・５／２０ｏ（

　　　　

ｋｐａ

　　

Ｗ尺ｍ・Ｋ）

　　　

ｋｐａ

　

ｎ９／（ｍ・５・Ｐａ）

燃焼性

製品名

　　　　

エゴＥＢ‐６０００

　

エゴＬ（‐６８４０

　　

ＳＬ－５０α

８０以上

０．０２６以下

８０以上

９．０以下

８０以上

　　　

８０以上

　　　　

－

　　　　　

－

　　　

１７０以上ａ） １７０以上注ａ）

０．０３４以下

　

０．０２６以下

　

０，０４０以下

　　

０，０４０以下

　

０．０２６以下

　　

０．０２６以下

８０以上

　　　

８０以上

　　　　

－

　　　　　　

－

　　　　

１００以下

　　

１００以上

９．０以下

　　　

９．０以下

　　　　

－

　　　　　　

－

　　　　

４．５以下

　　　

４，５以下

　

燃焼時間が１２０秒以内で、かつ、燃焼距離が６０ｍｍ以下であること

Ａ種

３ ２日

　　　　　

Ｂ種
ＩＨ

　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　

ＩＨ

注ａ）定温倉庫、農畜舎などの高い耐カ性が求められない用途の場合は、受渡当事者間協議によって、１５０ｋＰａ以上としてもよし、。

　

ただし、その旨を明示する。
注ｂ）」１５Ａ９５２６：２００６Ｂ種１の要求値
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フォームライトスプレー工法の特長
フォームライトスプレー工法は集合住宅や商業施設の結露防止および断熱工事から

冷凍・冷蔵倉庫・木造戸建住宅にいたるまで、最高のパフォーマンスを提供する

硬質ウレタンフォームの現場吹付け工法です

優れた断熱効果 施工期間の短縮

フォームライトスプレー工法は現場でのスプレー吹付け方式で、連

続発泡が可能です。さらに複雑な構造体にも容易に吹付けができ、
工期の短縮・人件費の削減等ができコスト低減が可能です。

－　　　

１１ｂ
ぴ
ｏ電

ｏ
室

巨

のけ
署

　

１－

フォームライトスプレーフォームは気泡を含むウレタン樹脂で構成

され、他の断熱材と比較して優れた断熱性能があります。このため、

他の断熱材に比較し、断熱性能を得るための断熱材の厚みを薄く

でき経済的です。

●各種断熱材の熱伝導率

各種断熱材の熱伝導率
（」－斑慰謝国ｌｗ〆｛ｍ周］ 同等性能‘－必壊聡厚み

フオームライト・エゴＥＢ‐６０００ ０．０２６ ■ １００

フォームライト・エゴＬ〔‐６８４０ ０．０３４ １３１

フオームライト・エゴＨＭ‐６１７０ ０．０２６ １１ １００

フオームライト５Ｌ５０ｑ ０．０２６ 一 １００

フオームライト５Ｌ‐１００ ０．０４０ １５４

フオームライトＳＬ‐１０ＯＡＴ ０．０４０ １５４

押競去ポリスチレンフォーム断熱材１種ｂ〔 ０．０４０ １５４

押曲去ポリスチレンフォーム断熱材２種ｂＡ ０．０３４ １３１

押曲去ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡ ０．０２８ ■ １０８

グラスウール断熱材

　

通常品１６‐４５ ０．０４５ １７３

グラスウール断熱材

　

通常品２４‐３８ ０．０３８ １４６

※熱伝導率は」ｌｓ値を使用

．

　　

－

　

■ －－

　

－－・ ・，，－－

　　　　　　

１
ｉ用途に応じた断熱仕様が可能

継ぎ目のない断熱層

従来の断熱材では、根大間等に継ぎ目が生じていました。
フォームライトスプレー工法は継ぎ目のない断熱層が形成でき、
優れた断熱効果を発揮します。また、気密性に富み、冷熱リ【クが

防止できます。

フォームライトは一般建築用 ・木造戸建・冷凍冷蔵倉庫用など建

物の用途から、使用地域（寒冷地）など対応品種が豊富で、目的に

あわせた断熱仕様の施工が可能です。

◎

　

優れた自己接着性

フォームライトスプレー工法は対象物にスプレー発泡すると同時に

強力な自己接着力を発揮します。このため躯体面と断熱層との間に

空隙が生じたり、断熱層が脱落する危険がありません。
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桑
，
・等′

ｂ ー フォームライトスプレーの施工手順
を デ

　

ー．吹付け施工面の確認　　

　

　
．一′

　　　　　

．原液使用標準の温度条件（躯体、外気）を満たしていること。た．・
‐‐・
，
す

ぎｒもｒ

　　　　　

・吹付け施工面の乾燥状態、油、ホコリ等の付着がないこと。

「

　　　　　

・セパレーターボルト等の不要物が撤去されていること。

！鮒

　　　　

・木コン、セパ穴等は埋め込まれていること。
．軸

　　　　

・サッシ、硝子、額縁の取り付け、トロ詰めが完了していること。

　

ｒ

　　　　　

・金物取り付け等の溶接、溶断工事が事前に完了していること。

．
、
ｒ

　　

２．養 生

・吹付け施工面以外の床、壁、天井をポリフィルム、マスカー等で養生する。
・サッシ、ガラス、額縁、開口部周り等を養生する。、ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　

、 ′、′、 、

　　　　

口

諸

　　

３．吹 付 け 施 工

　　　　　

ノ
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．
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マヂキ

　　　　

①発泡機の準備
；チ淋ー

　　　　　　

．発泡機、コンプレッサーの作動確認、発泡機の設定条件（液温度、原料圧力）を確認する。崎
ｒ・．・．１

　　　

② テスト発泡～雪
，，

　　　　

．発泡機の準備終了後、テスト発泡を行いフオ．ム状態および吹付けパターンが

　　　　　　

正常であることを確認する。

認
．・ー
＼

　　

③吹付け作業

　　　　　　

・発泡機の準備およびテスト発泡終了後、吹付け作業を開始する。

　　　　　　

・原液使用標準（１層吹付け厚み、総厚み等）を留意する。

　　

」劉，

　　　

・フォーム表面をできるだけ平滑になるように吹付ける。

　

堆，

　　

・随時フォームの厚みを確認しながら作業を進める。

　　

　

　　　

　

　　　

　　　　

　　

＼
●′′

　

～

誓言を蝉．施工品質の検査確認
」【
三界コず＼

　　

．フォームの厚みを計測し、吹き直し又はカットし、規定厚みに仕上げる。
１′かぎｇ３ドメム

　

．外観検査をおこなう。外観に異常が認められた場合は、異常箇所を取り除き修正を行う。

　　　　　　　　
工事完了後、監督員の立会のもと検査を行う。

６：清掃
ｒ・検査完了後、養生をはがし清掃する。

図



断熱・結露防止用製品の施工例

． 石膏ボード直張り工法の事例

署メモ才乱

｛

　　

コンクリート

　

石膏系接着剤

　　

フオームライトスプレー

　　

プライマー

－－内装ボード

に
▼

　　

：

に

■ 桟木工法の事例

謬茅キー才乱

ｒ

　　

コンクリート

　　

フオームライトスブレー

　

桟

　

木

－－内装ボード
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． サッシ廻りの事例
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断熱・結露用製品の特長

． フォームライト・エゴＥ抄６０００の特長

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ種 ＩＨ（ＮＦＩＨ）

「断 熱 性 能－

「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、．・＝

　

グリーン購入法
適合

　　　

」

難

　

燃

　

性

　

能

ＨＦＯ発泡剤ａ）の使用によって
フロン類ｂ）を用いたウレタンフォームと同等の断熱性能を有します。

フロン類ｂ）を一切使用していない為、
フロン類ｂ）を用いた従来のウレタンフォームに比べ、
地球温暖化の抑制に貢献します。

環境省が定めた「グリーン購入法基本方針の特定調達品目及び、
その基準」に適合します。

「国土交通省告示１４０２号」難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験
（コーンカロリー試験）に適合します。

． フォームライト・エゴＬＣ６８４０の特長

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ種 １ （ＮＦＩ）

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

［難 燃 性 能

フロン類ｂ）を一切使用しておらず。（０２発泡のため、
フロン類ｂ）を用いた従来のウレタンフォームと比べ、
地球温暖化の抑制に貢献します。
環境省が定めた「グリーン購入法基本方針の特定調達品目及び、
その基準」に適合します。

「国土交通省告示１４０２号」難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験
（コーンカロリー試験）に適合します。

ａ）ＨＦＯ発泡剤…ハイドロフルオロオレフィン。オゾン層破壊係数（ＯＤＰ）が０かつ
地球温暖化係数（ＧＷＰ）が５０未満であり、フロン類に該当しません。

んｆｒＭ一ふり≧
　

　

　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

ロン類…クロロフルオロカーボン（（Ｆ〔）、ハイドロクロロフルオロカーボン（Ｈ（Ｆ（）及び
ハイドロフルオロカーボン（ＨＦ（）であって、特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の確保等に関する
法律に規定されたもの。および気候変動に関する政府間パネル（ーＰ（（）第４次評価報告書に記載のものが該当します。



断熱厚みの計算

　　　　　　　　　　　　　　　　　

８５
①２０℃、８５％ＲＨの水蒸気圧＝１７．５３×Ｒヌミデニ１４・９ｍｍｈｇ

÷十１７．４Ｃ＝ｒｄ

　　　　

ｄ

　　　

ｏ．１８

　　　　　　　　

２０－（‐ｌｏ）
②Ｏ‐１１十で面変す十 「Ｅｒ 十Ｏ．Ｏ４＝〇・１１×

　

２ｏ－１７．４

ｄ＝ｏ．ｏ２６２＝２６．２ｍｍ

　

すなわち３０ｍｍ以上の厚みが必要

１■計算例

　

－他の種類からの厚みの変換－

　

１

フオームライト・エゴＬ（（Ａ種↑）からフォームライト・エゴＥＢ（Ａ種ＩＨ）

フォームライト・エゴＬ（の厚み（ｄｌ） ：

　

２５ｍｍ～５０ｍｍ

フォームライト・エゴＥＢの熱伝導率（入１） ：

　

０．０２６Ｗ／ｍ・Ｋ

フォームライト・エゴＬ（の熱伝導率（入２） ：

　

０．０３４Ｗ／ｍ・Ｋ

エゴＬ（

厚み（ｄｌ）

エゴＥＢ厚み

計算厚み（ｄ２） 推奨厚み

２５ｍｍ ２０ｍｍ ２０ｍｍ

３０ｍｍ ２３ｍｍ ２５ｍｍ

３５ｍｍ ２７ｍｍ ３０ｍｍ

４０ｍｍ ３１ｍｍ ３５ｍｍ

４５ｍｍ ３５ｍｍ ３５ｍｍ

５０ｍｍ ３９ｍｍ ４０ｍｍ

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ

　　　　

・

ｒ

　　　　　　　　

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＼

　　　　　　　　　

＝

　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＼，、防露厚み計算方法　

　　　　

ｒ．ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．●．

　　　

●．●

　　　　　　

．

１■計算例

　

－表面結露防止必要厚みの計算■」
条

　

件

云ノ

　

ニ２０℃

ｒｏ

　

＝－ｌｏｏＣ

尺ｓ／＝０．ｎｎｉ・Ｋ／Ｗ

尺ｓｏ＝０．０４ｒＨ・Ｋ／Ｗ

室内相対湿度

　

８５％ＲＨ

コンクリート １８０ｍｍ
コンクリート熱伝導率＝１．６３Ｗ／ｍ・Ｋ
フォームライト・エゴの熱伝導率＝０．０２６Ｗ／ｍ・Ｋ

．にコ，
・ェも‐

　

表面結露防止に必要な断熱材厚さの算出方法

結露防止に必要な断熱材の厚さは、飽和水蒸気圧表と次式から簡

単に求めることが出来ます。

Ｒぶみ メガ琉俳Ｒ馴 かね

　　　　　　　　　　　　　　

〃－ｒｄ

　

〃

　

：室内温度ぐＣ）

　　　　　

Ｚ

　　　　　　

‐ｏ ：外気温度ぐＣ）

　

ｒｄ ；露点温度ぐＣ）

　　　　　

ｄｎ：各構成層厚み（ｍ）

　

イ〃 ：各構成層の熱伝導率（Ｗ／ｍＫ）

　

尺ｓ／：室内側表面熱伝達抵抗（話．Ｋ／Ｗ）（通常０．１ｌｒＨ・Ｋ／Ｗ）

　

元ｓｏ：室外側表面熱伝達抵抗（ｍ．Ｋ／Ｗ）（通常０．０４ｍ・Ｋ／Ｗ）

◎露点温度『ｄｏｃの求め方

①室内側 〃ｏｃの飽和水蒸気圧（ｍｍ日９）×
室内相対温度

＝看８‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｏｏ

②方ｇｍｍＨｇに相当する温度を飽和水蒸気圧表から読み取る

　　　　　　　　　　　　　　　　

÷＋露点温度（ｒｄ）

表面結露防止に必要な断熱材厚さの算出方法

Ｒぶみ メガ琉俳Ｒ馴 かね

　　　　　　　　　　　　　

〃－ｒｄ

キー‐

　

他素材からの厚み変換『

　　　　　　

１

ｄ／：求める断熱材の厚み（ｍｍ）

ｄ２：他素材の厚み（ｍｍ）

イノニ断熱材の熱伝導率（ｗ／ｍ・Ｋ）

イ ：他素材の熱伝導率（ｗ／ｍ・Ｋ）

熱抵抗値、熱貫流率の計算式

　　　　　　　　　　　　

厚み〆（ｍ）
熱抵抗値荏じ（ボＫ／Ｗ）＝

熱伝導率イ（ｗ／ｍ・Ｋ）

熱貫流率 ” （ｗ／話Ｋ）＝
熱伝導率イ（ｗ／ｍ．Ｋ）

　　　　　　　　　　　　

厚みｄ（ｍ）

　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メ
タ

　　　　 　　　

　　　　　　　　　　

／／／
コンクリート

　　　

ウレタン
１８０ｍｍ

圏



緊
冷凍・冷蔵庫用製品の特長
冷凍冷蔵庫用フォームライトスプレー工法は、 冷凍冷蔵庫および倉庫の断熱工事において、
最高のパフォーマンスを提供する硬質ウレタンフォーム現場吹付け工法です。
空隙を生じずに施工することにより、 他断熱材には見られない経済的断熱施工が可能です。

優れた断熱性

フォームライトＨＭ－６１７０は独立した気泡によって構成され、

気泡中に熱伝導率のきわめて低いガスが含まれています。

このため、他の断熱材と比較して、施工厚みを薄くできます。

又、低温時にも優れた寸法安定性を確保しています。

工期の短縮が可能

スプレー工法のため、形状に合わせた断熱材のカット・貼り付け作業の
必要がなく施工期間を短縮することができます。

継ぎ目のない断熱層

現場発泡で施工するため継ぎ目のない断熱層が形成され、優れた

断熱効果が発揮されます。また、気密性に富み、冷熱リークが防止

される事で断熱性能の高い構造となります。

． 各種防熱仕様略図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

＝ ＼コンクリート

フオームライトＨＭ‐６１６５

　　　　　　

ＨＭ‐６１７０

カラスクロス、ワイヤーメッシュ

断熱ボルト

桟木

内装材

施工上の注意

Ｃ２級以上での冷蔵庫使用の場合はクラック防止の

ため補強材のご使用をお奨めします。

クラック防止のため一層および、１日の施工厚みを

遵守して下さい。

内装材

幅木コンクリート

押さえコンクリート

防湿層

フオームライトＨＭ‐６１６５

　　　　　　

ＨＭ－６１７０

■吊り天井外側からの施工

ボイドパイブ

フオームライト
‐６１６５
‐６１７０

ガラスクロス、
ワイヤーメッシュ

天井材

吊りボルト

圏



防熱厚み計算方法
■計算例

型式 庫内温度

　

（０Ｃ）
侵入熱量ｑ
（肌′力言）

フォームライト厚み（ｍｍ）

天井上 外壁 床下‐Ｉ 床下－２

予冷庫
冷蔵庫

２０ １１．６３ ４２ ２６ ８

ｌｏ １１．６３ ６４ ４８ ８ ３０

０ １１．６３ ８６ ７１ ３０ ５３

冷凍庫

‐ｌｏ ８．１４ １５７ １３４ ７７ １０９

‐２０ ８．１４ １８８ １６６ １０９ １４１

－３０ ８．１４ ２２０ １９８ １４１ １７２

設定値

外部からの侵入熱量（Ｗ／請） 左表参照

庫内表面熱伝達率（Ｗ／話・Ｋ） ８．１４

断熱材熱伝導率（Ｗ／ｍ・Ｋ） ０．０２６

※庫内表面伝達率、外部からの侵入熱量については、
一般的な値を使用。

各部位の外気温度については、標準温度を使用。

参考）標準温度

天井上 ４０ｏＣ

外壁（外気に接する壁） ３３ｏＣ

床下‐１（地盤に接している場合） １５ｏＣ

床下‐２（地盤に接していない場合） ２５ｏＣ

直射日光があたる部分の壁 ３８ｏＣ

隣室が冷蔵庫である壁 その部屋の温度

隣室が冷蔵庫以外の部屋である壁
２７ｏＣ

（空調してある部屋）

倉庫業法の冷蔵室の級別

冷蔵室の級別 保管温度

Ｃ３級 ≦１００Ｃ，＞

　

ー２℃

Ｃ２級 ≦－２０Ｃ，＞

　

ーｌｏ℃

ＣＩ級 ≦－１００Ｃ，＞ ‐２０℃

Ｆ級 ≦－２００Ｃ′

　　

防熱厚み計算　
　

■所要防熱厚みについて

冷凍冷蔵庫の断熱厚みには、イニシャルコスト・ランニングコストなどの諸条件を考慮した経済厚さによる場合が多いですが、
一般的には次式により算出します。

“：庫内温度ぐＣ）

ｒｏ：外気温度ぐＣ）

タ ：外部からの侵入熱量（Ｗ／計）

α ：庫内温度表面熱伝達率（Ｗ／雨・Ｋ）

イ ：フォームライト熱伝導率（Ｗ／ｍ．Ｋ）

ｄ ：フォームライト厚み（ｍ）

経済産業省告示５２号に基づく表示（フ□ン類に関する表示）

品名 ＨＭ‐６１６５ 使用量 ２１％以下

品番 ＨＭ‐６１６５Ａ ＧＷ′Ｐ １０３０以下

用途 冷凍・冷蔵倉庫用 環境影響度の目標値 １００以下
発泡剤 フロン類：ＨＦ（（２４５ｆａ．３６５ｍｆｃ）目標年度 ２０２３年

※詳細は製品のラベルに表示



フオー ムライトＳＬの 特 長 木造戸建住宅用吹付けゥレタンフオーム

　

ノ．環境に優しいノ

　

・・ １１・

　　　　　　

１

フォームライトＳＬは、ノンフロン断熱材で、フロン類を一切使用せず

地球温暖化防止に役立ちます。また、シック八ウスの原因とされる

ホルムアルデヒドを排出せず、安心してご使用いただけます。

　　　

高気密・高断熱

フォームライトＳＬは、自身の持つ発泡特性により、断熱化だけでは

なく同時に気密化を図り温度差の小さい快適な住まいを作ります。

これにより、ヒートショックを防ぎます。

また、自己接着性と弾力により、木材等の痩せにも追随し、断熱・気

密性を長期に維持します。

　　　

省エネルギー

断熱、気密化により、今まで外部に逃げていた熱ロスを抑え、省エ

ネルギー性を高めます。また、適切な、気密化は計画換気の効率を

高め、いつも新鮮な空気を取り入れ、快適な環境を作ります。

　　　

優れた音響効果

気密化により、今まで隙間から入り込んでいた騒音をシャットアウ

ト。また、フォームライトＳＬ（ＳＬ‐５０ｑは除く）の連続気泡構造は音を

フォーム内に分散し、静かな環境を作ります。

Ｑ￥！ 低コスト

　　　　　　　

ｌ

フォームライトＳＬは、数十倍に発泡し、超軽量・低密度化（ＳＬ‐５０

ｑは除く）を実現。材料コストを低減します。また、現場発泡により、

物流コスト・現場廃材処理コストの低減に役立ちます。

短期間（およそ２日間）で断熱・気密工事が完了し、工事費の節約

にも役立ちます。

　

「－，ｒ

　

長寿命
－
－

　

，１１

　　　　　　　

１

フォームライトＳＬは、フォーム内部の多くが空気であり、発泡ガス

の置換がない（ＳＬ‐５０α除く）ため、長期にわたり断熱性の劣化が

ありません。断熱、気密化により、住まいの大敵である壁体内結露

を防止し、耐久性に優れた住まいを実現します。また、温度ストレス

のない快適な室内環境が得られるほか、ダニ・カビの繁殖を抑え、

健康的な生活空間を実現します。

※断熱壁体では防湿層が基本であるが、以下の要件を満す場合に限り省略することができる。
①断熱層が透湿抵抗の高い単一のプラスチック系断熱材

　　　　

④床断熱において、断熱層下側が湿気の排出を妨げない構成の場合

　

（」ＩＳＡ９５２６Ａ種１、Ａ種ＩＨ、Ａ種２、Ａ種２Ｈ等）で施工された場合

　

⑤透湿抵抗比が規定以上の場合
②地域の区分が８地域である場合

　　　　　　　　　　　　　　

⑥定常、非定常防露判定により防露性能が確認された場合
③コンクリート躯体又は土塗り壁の外断熱工法の場合

　　　　　　

※但し、外側に通気層が必要な地域もあります

フォームライトＳＬ‐１００（Ａ種３）

長期にわたり断熱・気密性の劣化がなく
その快適性を維持するマシュマロ断熱の家

水発泡のノンフロンタイプとなり、
高い吸音性が特徴です。

※防蟻性能を追加した
ＳＬ‐１０ＯＡＴもございます。

フオームライトＳＬ‐５０α（Ａ種ＩＨ）

ゼロ・エネルギー住宅（ＺＥＨ）に特化した

住まいの省エネ化や快適性などを

実現する断熱材

ＨＦＯ発泡剤を使用した

高性能ノンフロンタイプとなり

高い断熱性を誇ります。

※透湿抵抗の向上により防湿層が

不要となります
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現場発泡マシン
， 二．）ト．
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Ｆ ｉｒ

　　

施工トラックの装備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現場に向かう施工プラントトラック

（現場では駐車スペースの確保をお願いします）
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コンプレッサー含む

　　

２００Ｖ

　

５０Ａ
三相（発電機２０ＫＶＡ以上）

所要エアー ０．７ＭＰａ３ＨＰ以上

　　

２００β／ｍｉｎ以上※３

原料供給方式 エアー駆動式ドラムポンプ

駆動方式
２ＯＯＶ

　

三相

　

２・２ＫＷ
油圧ポンプ式（一体型）

機械寸法・重量 ９００１‐ｘ６４０Ｗｘｌ０５０Ｈ

対応可能スプレーガン グラコ社製：Ｄガン、ＦＵＳＩＯＮ※
３プロブラーガン※３

※１

　

吐出量は使用するガンの種類、仕様によって決まります。
※２

　

最高使用圧力とは、Ａ・Ｂそれぞれの元圧力です。
※３

　

ＦＵＳＩＯＮ、プロブラーガンの洗浄はエアーパージ方式のため、Ｄガンに比べエアー消費量が

　　

大きくなり、３ＨＰコンプレッサーでは容量が小さい可能性もあります。

回



発泡の種類と特性

フロンは、かつて様々な用途に使用されていましたが、生産規制に伴いその大部分は非フロン類に転換されています。
その転換状況の例は以下のようになっています。

特定フロン 代替フロン ＨＦＯ 炭酸ガス

発泡剤 ＣＦＣ－１Ｉ ＨＣＦＣ－１４１ｂ ＨＦＣ－２４５ｆａ ＨＦＣ‐３６５ｍｆｃ ＨＦ０‐１３３６ｍｚｚ ＨＦＯ－１２３３ｚｄ 水、炭酸ガス

化学式 ＣＣ１３Ｆ ＣＨ３ＣＣ１２Ｆ ＣＨＦ２ＣＨ２ＣＦ３ ＣＦ３ＣＨ２ＣＦ２ＣＨ３ＣＦ３ＣＨ＝ＣＨＣＦ３ ＣＦ３ＣＨ＝ＣＨＣＩ Ｃ〇２

沸点「Ｃ） ２３．８ ３２．２ １５．３ ４０．２ ３３ １９ －７８

凡９ａｓ（ｍｗ／ｍＫ） ８．４ ８．６ １２．２ ｌｏ．６ ｌｏ．７ ｌｏ．０ １６．５

燃焼範囲（Ｖｏー％） 不燃 ９．０－１５．４

　

不燃 ３．６－１３．３ 不燃 不燃 不燃

　　

ＯＤＰ

（オゾン破壊係数）
０．１１ ０ ０ ０ ０ ０

　

ＧＷＰ
（地球温暖化係数）

４７５０ ７２５ １０３０ ７９４ ２．０ １．０ ｌ

大気中推定寿命 ４５年 ９．３年 ７．６年 ８．６年 ２４日 ２６日

　

規制
スケジュール

１９８９年

規制開始

１９９６年１月

生産全廃

１９９６年

規制開始

２０２０年１月

生産全廃

　

京都議定書第１約束期間

　　

（２００８年～２０１２年）

　　

１９９５年を基準とした

総排出量比を十０．１％の増加量に

　

抑制することを目標とする。

　

京都議定書第２約束期間

　　

（２０１３年～２０２０年）に

　　

ＨＦＣ２４５ｆａおよび

ＨＦＣ‐３６５ｍｆｃが追加された。
（日本は第２約束期間を批准していません）

フォームライト製品 ＨＭ‐６１６５
エゴＥＢ‐６０００
エゴＨＭ‐６１７０

　

５Ｌ‐５００

エゴＬ（‐６８４０

　

ＳＬ‐１００
ＳＬ‐１０ＯＡＴ

ＨＦＯ…ハイドロフルオロオレフィン。オゾン層破壊係数（ＯＤＰ）が０かつ地球温暖化係数（ＧＷＰ）が５０未満であり、フロン類に該当しません。
フロン類…クロロフルオロカーボン（ＣＦＣ）、八イドロクロロフルオロカーボン（ＨＣＦＣ）及びハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）であって、

特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の確保等に関する法律に規定されたもの、および気候変動に関する政府間パネル（ーＰＣＣ）
第４次評価報告書に記載のもの（具体的には、ＨＦＣ２４５ｆａ、ＨＦＣ３６５ｍｆｃ等が含まれる）が該当します。

ＶＯＣ…硬質吹付けウレタンフォームは、シックハウス法告示対象外です。また、厚生労働省が濃度指針値を定めた化学物質（ＶＯＣ）

　　　

Ｔ３品目を原料として意図的に使用しておりません。

オゾン層破壊係数（ＯＤＰ）とは
ＯＤＰ（ｏｚｏｎ

　

Ｄｅｐーｅｔｉｎ９

　

Ｐｏｔｅｎｔｉａー）とはオゾン破壊係数を意味

します。ＣＦＣ－１１のｌｋｇあたりの総オゾン破壊量を１とした場合、
各化学物質のｌｋ９あたりの総オゾン破壊量が何倍になるか、その

相対比を表したものです。オゾン層破壊の懸念が全くない場合は、
ＯＤＰは０となります。

地球温暖化係数（ＧＷＰ）とは
ＧＷＰ（Ｇーｏｂａ－Ｗａｒｍｉｎ９Ｐｏｔｅｎｔｉａｌ）とは、地球温暖化係数を意

味します。二酸化炭素ガスの単位量あたりの温暖化効果を１とし

た場合、各化学物質単位量あたりの地球温暖化効果の相対比を

表したものです。

皿

　　　　　　

　
　　

零
欝涯
滋
認



フォームライトに関するＱ＆Ａ

【．】原料・原液・フォーム製品の貯蔵・保管にっし、て量的規制はありますかり

回誓潔覆箪濯警農園溝農を華捧激震雛凝室書雷電警護寮

　　　　　　

硬質ウレタンフォームも指定可燃物として規定され、貯蔵・保管する場合に量的規制を受けます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

指定数量

　　　　　　　

原液

　　　　　

第４類第３石油類

　　　

非水溶性液体

　　　　

２，０００甥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

水溶性液体

　　　　　

４，０００甥

　　　　　　　　　　　　　

第４類第４石油類

　　　　　　　　　　　　　　

６，０００窃

　　　　　　　

フォーム 指定可燃物

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０ｍ３

　　　　　

上記指定数量未満の貯蔵、取扱いの基準は、都道府県条例や市町村条例で規制されますので所轄消防署に相

　　　　　

談をして下さい。指定数量を越えますと貯蔵設備、貯蔵面積その他火災予防上の規制を受けますので、その基準

　

＼

　　

に従った管理が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ

する必要があります。

． 石

回
　

　

　

回

． 硬質ウレタンフォームの引火点、発火点は何度ですか？

回
硬質ウレタンフォームの引火点は約３１０℃で、発火点は約４１０℃ですｏ

　

回
　

　

　

回

・ フォームライトにＶ０（物質は含まれていますか？

回 ふ 蹴 議 激 珪をぞ労働省が室内濃度指針値を定めた化学物質１３品目を

・ 硬質ウレタンフォームの自己接着力は？

田 園善薩そこ幕ゑ躍賦羅著し、
なお、ポリプロピレン、ポリエチレン、フッ素樹脂、
シリコン、ワックス、などは一般の接着剤と同じように
接着しません。

木（合板）

　　　

１５
鉄板

　　　

２０

亜鉛鉄板

　　　

２０

アルミ板

　　　

１５

　　

ＦＲＰ

　　　

１５

ステンレス

　　　

ｌｏ

コンクリート

　　　　

２５

出展：日本ウレタン工業協会ＨＰ



用語の説明
【外皮熱貫流率

　

ＵＡ値】

外皮平均熱貫流率とは、住宅の内部から外部へ逃げる熱量を外皮全体で平

均した値をいい、具体的には、壁、床、天井及び開口部などからの熱損失の合

計を、外皮表面積で除した値となります。ここで外皮とは、暖冷房する空間と

外気の境界に位置する部位のことをいい、例えば床、床裏が外気に通じない

基礎（一般的に基礎断熱と呼ばれる工法）、外壁、天井又は屋根、及び開口部

などの部位のことを指します。なお、平成１１年基準の熱損失係数は、外皮全

体の貫流熱損失と換気熱損失の合計値を床面積で除していたが、外皮平均

熱貫流率では、換気熱損失は含みません。

【熱貫流率 Ｕ値】今Ｐ．０８

熱貫流率（Ｗ／請Ｋ）

建物の各部位の面積１計から、温度差が１℃あった時に１時間当たりに

流れる熱量をいい、その値が小さいほど断熱性能が高いことを表します。

熱貫流率（Ｗ／雨Ｋ）＝熱伝導率（帆′／ｍＫ）÷厚み（ｍ）
＝１÷熱抵抗値（雨Ｋ／Ｗ）

【熱抵抗値

　

Ｒｃ】ラＰ．０８

熱伝達抵抗値（熱抵抗値）（雨Ｋ／ＶＶ）
物体の厚み（ｍ）を、その物体の熱伝導率で除した値を熱抵抗値といい
ます。

熱抵抗値Ｒｃ（雨Ｋ／Ｗ）＝厚み（ｍ）÷熱伝導率（ＶＶ／ｍＫ）

【熱伝導率】今Ｐ．０７

，．・・

　

．・・

　

．・・

　

．・・

　

．・・

　

．・・

　

．・

　

．．・

　

．．・

　

．．・

　

．．・

　

．．・・

　

．・

　

．，．・．．・・

　

．・・

　

．・・・

　

．・・

　

．・

　

．．・・

　

．・・

　

．・

　

．．・・

　

，．・

　

．．・

　

．．

熱伝導率（汎′／ｍＫ）（ｋｃａＬ／ｍｈ℃）

物体の内部に断面積１雨、長さｌｍの直方体が有ると仮定した場合、
その向かい合った２つの切り口面の温度差がｌｏＣある時、熱が断面積

１ＩＨで物体の熱の伝え易さ、伝え難さを表す指標で、値が小さいほど

熱を伝え難い。つまり断熱性能が高いことになります。

現行単位（ＳＩ単位）と旧単位（（ＧＳ）との関係
い′／ｍＫ＝ｋｃａー／ｍｈ℃×１．１６２８

ＨＦＣ発泡剤の使用

住宅の断熱に使用されるＨＦ〔発泡剤を使用した現場発泡ウレタン原料は
２０２０年４月１日以降は住宅用に使用する現場発泡用材料の地球温暖化係数

（ＧＷＰ）を１／１０以下にすることが平成２７年経済産業省告示第５２号（硬質ポリ
ウレタンフォーム用原液の製造業者等の判断の基準となるべき事項）により
規定されています。

倉庫用材料現場発泡材料についても令和２年４月１日官報

　

号外第６７号によ

り上記告示が改訂され２０２３年４月１日より地球温暖化係数（ＧＷＰ）を１月０以
下にすることが求められます。

【難燃試験

　

ＪＩＳＡ１３２１：１９９４１

Ｊ１ｓＡ１３２１：１９９４

　

建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法

昭和５１年８月２５日建設省（現在の国土交通省）告示１２３１号をＪＩＳ化し
たものです。

【難燃材料

　

告示１４０２号】

平成１２年５月３０日建設省（現在の国土交通省）告示第１４０２号の発熱

性試験で評価され、一定基準をクリアすると不燃材料、準不燃材料、難

燃材料と区別されます。
まだＪＩＳ化はされておらずＪＩＳＡ１３２１：１９９４とは相関はありません。

平成１９年度版以降の「公共建築工事標準仕様書」では「難燃性はＪＩＳ

Ａ１３２１により、級別は特記による」から「難燃性を有するものとする」に

表記が変更され「難燃材料」も使用が認められました。

平成３１年度版

　

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）では断熱材の種類
は「特記がなければ、Ａ種１又はＡ種ＩＨとし、難燃性を有するものとする。」と

記載され難燃性を有したＡ種材料の使用を義務づけています。

【」ＩＳＡ９５２６１
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．．・

　

．．・

　

．・・

　

．・

　

．．・

　

．．・

　

．・・

　

．

現場発泡ウレタンに関わる」１５で１９９４年に」１５Ａ９５１１「発泡プラスチック保

温材」より分離されました。当初は」ＩＳ

　

Ａ

　

９５２６：１９９４「吹付け硬質ウレタン

フォーム」でしたが数回の改正を経て現在はＪＩＳＡ９５２６：２０１５「建築物断熱

用吹付け硬質ウレタンフォームＪとされてし、ます。

２００６年の改正により、木造住宅用などの細部にわたる用途分けがなさ

れ、次ぐ２０１０年の改正においては、ＨＦ（発泡であるＢ種１が地球環境の問

題を配慮し削除されました。
２０１３年には、より実効性の高い規格とすべく実際の施工と試験条件とを

整合させるとともに試験方法の明瞭化を中心とした改正が行われました。
また、熱伝導率の規格値についても利用者の便宣を図るため、従来設計

値として推奨していた値が規格値として採用されています。
更に２０１５年には、発泡剤であるハイドロフルオロオレフィン（ＨＦＯ）を使用

した処方技術が開発されたことを受けて、新たな種類が追加されました。
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断熱材の熱抵抗値と厚み計算

断熱材の熱抵抗値一覧（平成２８年国土交通省告示第２６６号による）

断熱材の
施工方法 部位

　

断熱材の熱抵抗の基準値
（単位１ワットにつき平方メートル・度）

地域の区分

１及び２ ３ ４、５、６及び７ ８

内断熱工法

屋根又は天井 ３．６ ２．７ ２．５ １．６

壁 ２．３ １．８ １．ｌ

床
外気に接する部分 ３．２ ２．６ ２．Ｉ

その他の部分 ２．２ １．８ １．５

土間床等の外周部
外気に接する部分 １．７ １．４ ０．８

その他の部分 ０．５ ０．４ ０．２

外断熱工法

充填断熱工法

充填断熱工法

屋根又は天井 ３．０ ２．２ ２．Ｏ １．４

壁 １．８ １．５ ０．９

床
外気に接する部分 ３．２ ２．６ ２．Ｉ

その他の部分 ２．２ １．８ １．５

外気に接する部分

その他の部分

屋根

天井

外気に接する部分

その他の部分

外気に接する部分

その他の部分

屋根

天井

外気に接する部分

その他の部分

外気に接する部分

その他の部分

１．７

０．５

６．６

５．７

３．３

５．２

３．３

３．５

１．２

６．６

５．７

３．６

４．２

３．Ｉ

３．５

１．２

１．４

０．４

４．６

４．０

２．２

５．２

３．３

３．５

１．２

４．６

４．０

２．３

４．２

３．Ｉ

３．５

１．２

０．８

０．２

４．６

４．Ｏ

２．２

３．３

２．２

１．７

０．５

４．６

４．Ｏ

２．３

３．ｌ

２．Ｏ

１．７

０．５

４．６

４．０叶
－
－
－
－
一
４．６

４．０

必要厚さは、２．３×０．０３４＝０．０７８２（ｍ）＝７８．２（ｍｍ）以上となります。

※熱伝導率についてはＰ３の『フォームライトラインナップと
」ー５の要求値』をご参照ください



安全にお取り扱いいただくために

原料取扱注意

①目や皮膚に付けないこと

②蒸気をすわないこと

◎水を混入させないこと

④直射日光を当てないこと

⑤火気の取扱に注意すること

原料の貯蔵

吹付時の注意

①大きな塊を作ると発熱して発火の恐れがあるため、作った塊は

必ず裁断する。
②テスト吹き等で厚く発泡した場合には、小さく裁断して破棄する。

火気取扱い上の注意事項

①貯蔵

　

－箇所に集中し周囲にロープ・パイプ等で区画し、火気厳禁、

　

立入禁止の表示をする。

②指定数量の１／５以上～指定数量未満の場合

　

所轄消防署に届け出、指導に基づいて取扱いをする。

　

（少量危険物取扱所）

③指定数量以上の場合

　

所轄消防署の承認を受け１０日以内の仮貯蔵が出来る。

酸素欠乏症の防止対策

酸素欠乏症のおそれがある通気不十分な場所における作業につい

ては作業開始前、作業中に於いて万全な対処をする。
①強制換気と酸素濃度測定の実施

強制換気を行い、酸素濃度が１８％以上であることを確認する。

　

１８％以下の場合はさらに換気を継続し、１８％以上あることを確認し

　

た上、作業を開始し、尚、送風は継続する。
②人員の確認と監視人常駐

作業はあらかじめ作業名簿を提出したものに限定し、現場

入退場の際は必ず人員確認をする。
作業者の声の届く位置に監視人（酸欠有資格者）を１名常駐する。

保護具の着用

保護具を付ける事
ヘルメット、不浸透性の服・手袋・靴・保護メガネ・防毒マスク（有機ガ

ス用）を着装する。

通風不十分な場所では目に霞が生じる場合があるため、強制換気を
行うとともに、気密性のゴーグル等の保護メガネを着装する事。

ー施工前ｉ
①施工対象物の溶接、溶断箇所はフォームライトスプレーの施

　

工前に完了する。
②フォームライトスプレーの原料保管場所、休止中の発泡機周

　

辺又は成形板集積場所では、喫煙しないこと。また、当該場所

　

での溶接溶断等の火気も使用禁止のこと。

Ｌ施工中」
①フォームライトスプレーの発泡工事中は、発泡機操作場所及

　

びフォームライトスプレー発泡作業場所はもとより、前項の原

　

料置場周辺、スクラップ置き場周辺でも喫煙しないこと。また

　

、当該場所での溶接溶断等の火気も使用禁止のこと。

②成形板の加工・弓長付工事期間中は、作業者はもとより、材料置

　

場周辺・スクラップ置き場付近でも喫煙しないこと。
③火気厳禁ラベルの貼付を行う。

Ｌ施工後ｉ
フォームライトスプレー又は成形板が施工された箇所の溶接・

溶断は原則として禁止のこと。

但し、施工後止むを得ず溶接・溶断の必要が生じた場合は炎が

あたる部分のフォームをｌｍ以上予め取り除いた上、溶接・溶断

して再処理するか、又は予め石綿（板）・ぬれ雑巾・防火シート等

で炎の延焼を防止する措置を講じ、且つ防火用水・消火器等を

準備した上で、監視人立会いの元に注意深く溶接・溶断のこと。

圃



お問い合わせはお近くの下記営業所へ

札 幌 営 業 所 ◎〒００３‐００２１ 札幌市白石区栄通３－５－４

　　　　　　　　　　　　　　

ＴＥＬ（０１１）８５３‐２６４２

東 北 営 業 所 ◎〒９８７‐０００５宮城県遠田郡美里町北浦字二又下２８番地

　　　　　

ＴＥＬ（０３）５７５９‐８７０１（東日本営業所内）

東日本営業所 ◎〒１４１‐００３１ 東京都品川区西五反田２‐１２‐１９五反田ＮＮビル４Ｆ

　　

ＴＥＬ（０３）５７５９‐８７０１

西日本営業所 ◎〒４６０‐０００２ 名古屋市中区丸の内１‐１７‐１９キリツクス丸の内ビル３Ｆ

　

ＴＥＬ（０５２）２２９‐０６００

ビーエーエスエフ

　

イノ

　

アック

ＢＡＳＦ

　

－ＮＯＡＣポリウレタン株式会社

　

ＢＡＳＦ－ＮＯＡｃ ｐｏ－ｙｕｒｅｔｈａｎｅｓ Ｌｔｄ，

本

　　　　

社 ◎〒４４１‐１３４７ 愛知県新城市川田字本宮道１‐１９６

　

ＴＥＬ（０５３６）２３‐５５１１（代表）

圏ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｂｉｐ‐ｊｌ）．ｃｏｍ

鰹影響編殻長搬羅巌謬謬零：ンクを使用した・

◎このカタ□グはリサイクルペーパーを使用しています。
２０２０．８／５，０００⑮


